
［成果情報名］堆肥の炭素貯留能の評価法 

［要約］堆肥を使った環境保全型農業を実践する農家の生産物の温室効果ガス抑制への寄与

を価値として消費者に示すため、堆肥中の ADL-C（リグニン態炭素）量と施用量から堆肥

の土壌中への貯留量を算出し、これから減肥が見込まれる化学肥料生産時の CO2 排出量を

減じることで温室効果ガス削減効果を数値化する方法と効果の表示基準を示した。 
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［背景・ねらい］ 

近年、農業生産において環境負荷低減に取り組む生産者は増えてきているものの、その

取り組みに対する評価が生産物価格に反映されていないのが実態である。環境保全型農業

実践農家の支援のためには、農産物の環境価値を消費者に広く認知される必要があり、こ

のためには客観的根拠を有し、消費者に解りやすい指標の策定が必要である 

家畜ふん堆肥の利用とその肥料効果による化学肥料の使用量の削減は、土壌に堆肥中の

炭素を貯留させるとともに化学肥料製造時に発生する温室効果ガス（CO2）を削減できるた

め、地球温暖化に繋がる温室効果ガスの発生を抑制する効果があるとされている。そこ

で、堆肥利用による温室効果ガス削減効果を堆肥中に含まれる炭素成分の中で土壌中

に長期間貯留される ADL(ﾘｸﾞﾆﾝ)炭素量等を基に簡易に算出する手法を開発し、この数

値を基に効果の見える化を図る。  

 

［成果の内容・特徴］ 

１．「三重県土壌診断堆肥流通支援システム」に掲載されている県内産家畜ふん堆肥中に

含まれる ADL-C は、畜種平均で牛ふん堆肥で 14.1％、豚ぷん堆肥 8.3％、鶏ふん堆肥

1.9％であり、鶏ふん堆肥に比べ豚ぷん堆肥で約 4 倍、牛ふん堆肥で約 7 倍であった。

（図１）  

２．環境保全型農業等の肥培管理における温室効果ガス削減効果は、堆肥使用によって土

壌中に貯留される炭素量から使用された化学肥料の製造過程で大気中に放出される炭

素量（CO2-C）を差し引いた値を炭素貯留量とし、これを環境負荷軽減効果指標として

評価することとする。（図２）  

３．炭素貯留量の具体的な算出方法は図３に示すとおりである。堆肥施用により土壌中に

貯留される炭素量(A)は、堆肥施用量に各堆肥の ADL-C％/100 を乗じた値とする。また、

化学肥料の製造工程で放出される CO2-C 量(B)は、独法の CO2 負荷インベントリーデ

ータの中の高度化成肥料類の平均値である 0.43kgC/kg（N14%）を代表値とし、化成肥

料使用量に乗じた値とし、(A)－(B)の値(kgC/10a)を炭素貯留量とする。 

４．炭素貯留量による温室効果ガス削減効果の評価は、表１に示すとおり、土壌の土づく

り効果を基に消費者への解りやすさを考慮し、炭素貯留量が 0Ckg/10a 以下の場合の

「０」から土壌有機物の消耗が大きい畑土壌でも十分な土づくり効果が期待できる炭

素貯留量 260Ckg/10a 以上の「＋３」までの 4 段階とする。  

５．熊野尾呂志地区では、本指標及び生物多様性指標を活用し、独自にデザインしたシー

ルを商品に貼ることで見える化を行った商品が開発されている。（図４） 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本指標は、炭素４貯留能について評価した場合のひとつの指標であり、環境影響のす

べてを評価するものではない。  

２．本指標は、堆肥の品質の優劣を示すものではない  



［具体的データ］ 

 

図 1 県内堆肥の ADL-C 量(%)      図２温室効果ガス削減効果の考え方          

表１ 炭素貯留量(kg/10a)評価基準 

温室効果ガス削減効果(Ckg/10a) 評価 目   安 

０以下 ０ 化学肥料のみ 鶏ふん堆肥施用１ｔ未満 

１ ～ １３０ ＋１ 豚ぷん堆肥で化学肥料を 30%代替 

１３１ ～ ２６０ ＋２ 豚ぷん堆肥で化学肥料を 50%代替 

２６１以上 ＋３ 牛ふん堆肥で化学肥料を 30%以上代替 

評価基準の考え方 

０：炭素貯留効果がない。土づくりのためにも堆肥施用を組み合わせるとよい。 

＋１：炭素貯留効果は低いが、有機物の施用効果（土作り）は期待できる。 

＋２：炭素貯留効果があり、水田においては十分な土づくり効果が期待できる。 

＋３：炭素貯留効果が高く、畑地においても十分な土づくり効果が期待できる。 

  

尾呂志使用堆肥：牛ふん（ADL-C%:14.15）施用量：2000kg/10a 

化学肥料使用量：施肥 N 量:7kg/10a 化成肥料 50kg/10a 相当計算 

炭素貯留量 ＝(A)303kgC(2000*14.15/100) －(B)22＝281 

 (Ckg/10a)                   ↑評価＋３ 

図４ 御浜町尾呂志地区「夢アグリ米」での活用事例 
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図３ 炭素貯留量（温室効果ガス削減効果指標）の算出方法 

 

（１）堆肥施用による土壌への炭素貯留量の計算  

(A)土壌への貯留量(kgC/10a)＝10a 当たり堆肥投入量×ADL-C(%)/100 

 

（２）実際の施肥における総合的な炭素貯留効果（温室効果ガス（CO2）削減効果）  

 

炭素貯留量(kgC/10a)＝(A)土壌貯留量(kgC/10a)－(B)化学肥料生産時 CO2 負荷量*1 

 

*1 化学肥料生産時負荷量；化成肥料 1kg を生産する場合の CO2 負荷ｲﾝﾍﾞﾝﾄﾘｰﾃﾞｰﾀ（国ﾌﾟﾛﾃﾞｰﾀ活

用）から炭素(C)放出量を設定 . 

（0.43kg/kg(化学肥料)：化成の CO2 放出量を 1.6kg/kg とし、(C/CO2)係数を乗じて算出）  
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